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令和7年 2025年度総会(2024年度実績 2025年度計画)

第53回 山梨工業会神奈川支部総会 式次第

2025年6月21日(土) 於:ワークピア横浜 開場: 14:10

1.総会 (14:30̃15:○○) 3F やまゆり 司会 青木副支部長

(1) 開会の辞

(2) 支部長挨拶

(3) 議事

1)議案 ① 2024年度

② 2024年度

③ 2024年度

④ 2025年度

⑤ 2025年度

⑥ 2025年度

事業報告

会計報告

会計監査報告

役員改選(案)

事業計画(案)

予算計画〈案)

2)報告 支部活動支援事業について

(4) 閉会の辞

議長

青木副支部長

青野支部長

青野支部長

青木副支部長

胴

味村、久本 監事

青木副支部長

II

肌

有野 支部長

議長 解任

青木副支部長

2.特別講演 (15:○○…16:30) 3F やまゆり 講師紹介 青野支部長

「新しい機能性有機材料の開発」 (仮題)

山梨大学 大学院総合研究部 工学域物質科学系(応用化学)

教授 桑原 哲夫 様

3.本部報告 (16:35-16:55) 3F やまゆり

報告 山梨工業会 常務理事 桑原 哲夫 様

4.懇親会 (17:○○̃18:50) 3F いちょう

(1) 支部長挨拶

(2) 来賓御紹介

山梨工業会 東京支部長

徽典会 神奈川支部長

(3) 乾 杯

(4) ご歓談

(5) 中 綿

(6) 閉会挨拶

重量漢王

司会 副支部長

支部長

支部長

最年長会員

最若年会員

副支部長



令和 6年度 事業実績報告

(2024年4月1日̃2025年3月31日)

2024年4月11臼

5月 6日

6月 1日

6月 8日

6月15日

7月27日

8月2日

9月28日

11月2日

11月23日

12月 6日

12月23日

2025年2月24日

3月 8日

理事会開催 場所 戸塚地区センター

総会案内発送 場所 大和ペテルギウス

山梨工業会本部総会 出席 支部長

東京支部総会・支部長会議 出席 支部長

神奈川支部総会〇 ・懇親会 場所 ワークピア横浜

総会40名 会食40名

特別講演

講師 山梨大学 中村 和彦 学長(教育学部1982年卒)

本部報告 山梨工業会 副理事長(山梨支部長)

清水 直樹 様(計算機科学科昭和49年)

徽典会神奈川支部総会 出席 支部長

山梨工業会常務理事会 オンライン会議 支部長

工学部1 ○○周年諦念講演会 出席 支部長

山土梨会神奈川支部総会 出席 副支部長

山梨工業会報「神奈川支部総会のお知らせ」の掲載依頼

(令和7年3月山梨工業会報第1 36号に掲載)

山梨工業会常務理事会 出席 支部長

理事会開催 場所 戸塚地区センター

東京支部「めからうろこ」 出席 神奈川支部5名

関西支部「関西サロン」 出席 支部長
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2024年度(令和6年度)山梨工業会袖奈川支部 対前年実績比較 会計轍告

202 3年度 2024廉廉

収入の部

支出の部

支部年会費 総会会費 本部補助金 ご祝儀 広告掲載費 本部理事会・総会の戻入金、他 前年度繰越金 234,000 155,000 158,166 20,000 0 11 l,214,了10 

6.000 25,000 1宣0,444 0 0 121 39,了45 

240,000 180,000 268章610 20,000 0 132 l,254,455 

1,78l,887 181,310 1,963,197 

会議運営経費 総会費用 通信費 事務費 活動交流 旅費・雑費 その他 次年度繰越金 
44,070 355,490 65,978 18,784 43,110 0 0 1,254,455 -8.990 45.608 9,660 -81 20.500 0 0 114.613 35,080 401事098 75,638 18,703 63,610 0 0 1,369,068 

1,了81,88了 181.310 l,963,197 

支出合計

120名x2000円

36名x 5000円

活動促進補助,支部活動支援i

東京支部、徽典会

利子、寄付等

支部理事会、会議室使用料他

活動経費

総会懇親会費用

連絡・案内通信、振込料

総会資料印刷等

東京支部、山梨本部

東京支部総会出席

定期預金へ

52了,432 66,697 594,129

会計監査澱告

監査の結果、適正に処理されていることを認め、ここに報告します

2025年4月1日

豊壁画
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2025年度山梨工業会神奈川支部役員(案)本部役員(案)

常任理事

理事

理事

長

長
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頭
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支
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願
頭
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望月 一男 毒気 34 

木村 稔 土木 36 

中村 孝夫 機械 48 

石渡 裕 化学 51 

望月 則男 精密 46修 

有野 好和 電子 50 

青木 孝行 土木 54 

久本 卓昭 雪子 47修 

昧村 道 環境 54 

山本 秀彦 電子 4了修 

深澤 郁雄 土木 36 

鈴木 康夫 発酵 38 

田上 孝朗 土木 42 

井口 源治 土木 44 

青井 恒夫 土木 50 

浦沢 光彦 毒気 53 

山口 カ 電子 53 

吉原 純治 機械 54 

野村 宜彦 土木 56 

厨川 研ニ 土木 58 

野崎 純 機械 59 

村田 守康 土木 60 

塚本 儀介 環境 H4 
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2025年度 事業計画(案)

(2025年4月1日-2026年3月31日)

2025年4月12目

5月 4日

5月 6日

5月26日

6月 7日

6月14日

6月21日

了月

7月

8月

11月

11月

12月

12月

(時期未定)

2026年 2月

第1固神奈川支部理事会

2024年度会計監査

場所 横浜市戸塚地区センター

場所 大和市民活動拠点ベテルギウス

神奈川支部総会の案内状発送作業 場所 大和市民活動拠点ベテルギウス

山梨工業会 本部理事会 (オンライン会議)

山梨工業会 総会・支部長会議 場所 山梨大学

東京支部総会 場所 大田区産業プラザP!○

神奈川支部総会 場所 ワークピア横浜

特別講演 山梨大学 工学部応用科学科 桑原哲夫 教授

本部報告 山梨工業会常務理事 桑原哲夫 教授

徽典会 神奈川支部総会

神奈川支部 交流会(検討中)

山梨工業会 本部理事会 (オンライン会議)

山王梨会 神奈川支部総会

山梨工業会報「神奈川支部総会のお知らせ」の掲載依頼

(令和8年3月山梨工業会報第137号に掲載予定)

第2回神奈川支部理事会

山梨工業会 本部理事会

関西支部の「関西サロン」に参加予定

東京支部の「目からうろこ」に参加予定

<お知らせ> 2026年度 神奈川支部総会日程は2026年6月2〇日(土)
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2025年度 山梨工業会神奈川支部 予算案

2024/4/1 -2025/3/3 1

2024年度実績 2025年度予算;

の部 支部年会費 総会会費 本部補助金 ご祝儀 広告掲載費 その他 前年度繰越金 240,000 180,000 268,610 20章000 0 132 1,254,455 

230,000 60,000 200着000 20,000 1,369暮068 

1,963,197 -84.129 1事879,068 

支出の部

会議運営経費 総会費用 通信費 事務費 活動交流 旅費・雑費 その他(50周年準備金) 次年度繰越金 35,080 401,098 75,638 18,了03 63書610 0 0 1,369,068 

70,000 400,000 94着000 15,000 60,000 10,000 1,230,068 

1,963,197 -84.129 1,879,068 
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支部活動支援事業について

「山梨工業会 会報第136号 支部便り」の抜粋

<山梨工業会の現状と危うさ>

山梨大学工学部の同窓生は、会報で紹介されているサークルの集い、研究室OB会、クラス会、

企業内の集い等、一部では交流が継続されている集いもありますが、交流の起点となるべき山梨工

業会各地の支部では、 ①支部総会・支部事業への参加者の固定化と減少②支部役員の高齢化③若手

会員の参加がほとんどない等、このままでは、支部の衰退や廃止になりかねない危うい状態です。

<山梨工業会本部から支部に活性化の働きかけ>

昨年度から3年間をめどに予算を計上して下請のような事業を行い始めました。

( 1 )支部総会活性化助成金支給

支部総会への参加者拡大を図るため、総会参加者一人当たり3,〇〇〇円を助成

(2)会員情報の収集・更新

支部活動活性化にまず重要なことは支部会員を一人でも多く把握することです。この

作業のための通信費や印刷費用等を助成

(3)支部活動(講演会・イベント等)支援

新規の参加者や4〇歳以下の若手会員の参加が期待できる企画はもとより、会員だけでな

く在学生やその保護者等も交えて参加できる企画等に助成

<支部活動支援委員会の設立>

支部活動活性化を現実にするため、昨年6月の総会の前に開催された支部長会議で、支部活動の

活性化支援を行う目的で『支部活動支援委員会』が新たに設立されました。

委員長:伊藤(副理事長、東京支部長)

委 員:辻井(副理事長、関西支部長) 清水(副理事長、山梨支部長)

大倉(東海支部長) 有野(神奈川支部長) 三神(群馬支部長)

委員会の取り組みとして、まずは委員の支部の間で交流を増やし、情報交換を行うことにより、

委員の支部で新たな企画を実行してみる。次に、東京・関西等中核支部が近隣の支部を巻き込み、

広げていく。さらには支部長会議等を通して全国に活性化の波を広げる。

<支部活動支援委員会の活動のご紹介>

委員である支部長間の交流は、 Z○○mやメールで頻繁に行いました。他支部のイベントへの参

加も、例えば東京支部のイベントに関西・東海・神奈川・群馬・干葉から、関西支部のイベント

に岡山・東海・神奈川から、東海支部のイベントに関西から参加するなど活発に行われました。

会員情報の収集・更新のための消息調査を、東京・関西・東海・岡山支部で実施しました。

<今年度までに行われたイベント>

①産官公技術交流会(講演会)は東京・関西支部で実施しました。

②会員だけでなく保護者等も参加できるワイン会は関西・東海支部で実施しました。

③研修・見学会は支部ごとに色々特徴と趣向を凝らし、夏季レクレーション(北海道)、 JAXA調

布航空宇宙センター施設見学(東京)、田島弥平旧宅等見学(群馬)、パワーエックス視察と受

勲記念講演(岡山)を実施しました。

④山梨支部は甲府にある利点を生かし、学部3年生及び修士1年生と山梨県内在住の卒業生の交

流会を開催しました。
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